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１．はじめに 

太径曲線パイプルーフ工法は，2 本のシールド

トンネルを地中にて非開削で接合する工法である． 
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図－１ 施工設備全体図 

本稿では，本工法の技術的課題のひとつである

高水圧下での掘進機の安全な発進および到達施工

を行なうためのエントランス構造の止水性能につ

いて検証するための実物大実験の結果と考察につ

いて述べる． 

２．発進・到達方法の概要 

施工設備配置と発進および到達エントランス構

造を図－１に示す． 

発進エントランスは，多段のワイヤブラシを装

備した構造であり，ブラシ間には止水充填材を加

圧充填するものである． 

到達エントランスは，モルタル充填された筒状

の鋼管内を掘進機が直接切削して到達する方法と

し，オーバーカットされたモルタル切削面との止

水は掘進機に続くパイプルーフ鋼管先端部に装備

したチューブシールを到達後に拡張させて行なう

構造としている． 
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図－２ 実験装置（発進エントランス用） 

３．実験概要 

同工法で用いる発進・到達エントランスに必要

な止水性能は，①高水圧下での施工（最大 1.0MPa） 

②修正掘進に伴なうパイプルーフの前後摺動（引

き戻し施工） ③曲管の使用に伴なって発生する

偏心量等の条件下において，確実な止水性能と転

用可能な耐久性である．これらの性能の確認とし

て，図－２・図－３に示す実物大の実験装置を製

作し，これらの条件を模擬した加圧実験を実施し

た．（写真－１） 
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図－３ 実験装置（到達エントランス用） 
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鋼管の押し引きによる摺動実験を容

易にするために，実験で使用したパイプ

ルーフ鋼管（Φ812.8mm）は直管とし，

全ての止水実験は条件の厳しい清水に

よる加圧実験とした. 

４．実験方法と結果 

（１）発進エントランス 

写真－１ 実験装置設置状況 ワイヤブラシ段数（１段～３段）や水

圧（0.2～1.0MPa）および偏心量（0～45mm）

を段階的に変えて，前後の摺動を数回繰り返した時の漏水量とワイヤ

ブラシの損傷を確認した．前後の摺動量は 1.0ｍとし，摺動速度を押

込み時 100mm/分，引抜き時 50mm/分とした． 

 
パイプルーフ鋼管 

反転防止用フラッパー ヒンジ式バックアップ金物 

当初，引抜き時に最後段ワイヤブラシのバネ板が鋼管とともに引き

ずられ損傷する現象が見られたため，反転防止対策としてヒンジ式バ

ックアップ金物を最後尾にのみ全周に装備した．（写真－２） 

この対策により，摺動の繰り返しによるワイヤブラシの損傷や漏水

がなくなり，ワイヤブラシ２段の装備で最大偏心量 45mm，最大水圧

1.0MPa での止水性および耐久性を確保することができた． ス 
また，最後尾以外のワイヤブラシは，反転防止対策を施さなくとも

引抜きに伴なう反転や損傷は発現しないことが確認された．  モル

（２）到達エントランス 

到達エントランスは，掘進完了時点となるため摺動はせず，静止状

態でチューブシールを高圧水で加圧作動させて，オーバーカットによ

って生じるモルタル切削面と鋼管とのクリアランス 16mm を止水する

構造とした．発進エントランス同様，水圧（0.2～1.0MPa）および偏

心量（0～10mm）を段階的に変えて実施したが，各条件において止水

性を確保することができた．（写真－３） 

５．おわりに 

本実験の成果より，大深度・高水圧下での施工における曲線パイプ

ルーフの発進および到達方法，引き戻しによる修正掘進が可能なエントラン

後，太径曲線パイプルーフ工法による地中非開削工法を適用する首都高速中

おいて採用する計画である． 

また，本実験では様々な装置の改良や条件を変えた実験を行なっており，

に関する多くの知見が得られている．引き続き，施工性・安全性・経済性に

技術開発を推進する所存である． 
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写真－２ 発進エントラン
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写真－３ 到達エントランス 

ス構造を確立することができた．今

央環状新宿線富ケ谷トンネル工事に

実施工に向けた施工方法や管理手法

優れた工法技術として確立すべく，

開削大断面地下空間構築工法（その１）

開削大断面地下空間構築工法（その４），


